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1. はじめに 

手紙は，シニア世代では未だ根強く支持され

ているが若者層には受け継がれにくく，郵便物

の引き取り量が徐々に減少し，衰退している．

大江ら[1]が実施したアンケートによると，情報

伝達の手段の多様化により，若者にとって手紙

の価値が，より高尚なものに変化している． 

人工知能技術の発展に伴い，自然言語を用い

てコンピューターと対話できるチャットボット

の普及が見られる．そして，チャットボットに

は自己開示を促すという特徴があることが分か

ってきた[2，3]．本研究では，手紙を書く際の

補助となるように，チャットボットとのチャッ

トを通して，使用者の自己開示を促すことを目

指す．本論文では，チャットボットのデザイン，

および開発について述べる． 

 

2. チャットボットにおける発話タイミング 

チャットボットと人との間でチャットをする

際に，チャットボットがメッセージを受信して

から送信するまでの発話タイミングを変化させ

ることで，チャットボットに対する感想が異な

ることが神場の研究結果から知られている[4]． 

本研究では予備調査として，チャットボット

の発話タイミングを変更したものを Discordを用

いて 3種類作成した． 

1 つ目は，使用者のチャット送信後，すぐに返

信するものとした．2 つ目は，使用者のチャット

送信後，返信するチャット文の文字数に合わせ

たタイピング時間を想定し，時間を空けて返信

した．3 つ目は，使用者のチャット送信後，返信

するチャット文の文字数に合わせたタイピング

時間に加えて，会話内容を思考する時間を想定

し，時間を空けて返信した． 

実際に作成したチャットボットを使用した結

果，各タイミングによって使用した際の印象が

大きく異なると感じた． 

 

3. 人同士のチャットの発話に関する調査実験 

既存のチャットボットは，使用者や提供者に

とっての利便性を重視して開発されているもの

が多い．そのため，チャットボットの発話タイ

ミングは即座に返答する形となっているように

見受けられる．しかし，本実験で開発するチャ

ットボットは使用者に自己開示を促すことが目

的であるため，チャットボットの発話タイミン

グや発話の際の特徴による影響があると考え，

着目して実験を行った． 

3.1 目的 

チャットボットの発話タイミングに関する設

計指針を構築するべく，人と人の間でのチャッ

トの発話タイミングの記録，分析を行った． 

3.2 内容と条件 

被験者には，iPad を提供し，指定のペアで

iPad 内で iMessage というアプリケーションを用

いてチャットを行ってもらった．ペアの双方に

はチャットの様子を画面録画してもらった．お

互いチャットを始め，指定した時間が経過する

まで指定のアプリを開き続けチャットを行った．

チャット中には他のアプリを開かないように指

示した．時間は 1回目を 5分間，2回目を 10分間

とした．チャット内容は特に定めなかった． 

3.3 集計 

実験により得たデータを用いて，ts(typing 

start)，te(typing end)，sendの 3つの時刻を記

録した（図 1）．iMessageでチャットをする際に

各被験者に iPad の画面を録画してもらい，その

動画内の各時間を、動画編集ソフトを用いてフ

レーム単位で記録し，表 1の時間を算出した．  

 

 
図 1: 各時刻のタイミング 
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表 1: 各時間と説明 

 
 

3.4 分析 

3.4.1 ts→te 

タイピングを始めてから終わるまでの時間は，

タイプする文字数に比例すると考え比較した結

果，強い正の相関(0.80)が見られた． 

タイプしたメッセージを 4 つ(通常文の後の疑

問文，疑問文の後の通常文，疑問文の後の疑問

文，その他の通常文)に種類分けし比較した結果，

疑問文と疑問文の後のメッセージのタイピング

時間が長いことが分かった．また，疑問文はタ

イピング時間が短いものが少ないことも読み取

れた． 

 

 
図 2: ts→teと文字数の関係を示したグラフ 

 
3.4.2 te→send 

チャットの最後の文字を入力してから送信ボ

タンを送るまでの時間については，通常文の後

の疑問文と疑問文の後の疑問文がやや時間が長

くなっている． 

タイプに時間をかけたメッセージほど，タイ

ピングが終わってから送るまでに時間がかかる

のではないかと考え，ts→te との関係を調べた．

結果，弱い正の相関(0.32)が見られた．文字数

との関係に相関は見られなかった． 

 

 
図 3: te→send(種類別)のグラフ 

 

3.4.3 send→ts 

相手が送信ボタンを押してから返信をタイプ

しはじめるまでの時間については，その他の通

常文が時間の短いものが多いことが示唆された．

逆に，通常文の後の疑問文と，疑問文の後の文

は，時間が短いものが少ない．また，サンプル

は少ないが疑問文の後の疑問文が長いことも分

かった． 

なお，相手からの直前のメッセージの文字数

と te→send との関係には，相関は見られなかっ

た． 

 

 
図 4: send→ts(種類別)のグラフ 

 

4. 今後の展望 

分析した結果をチャットボットの設計指針と

し，現在，チャットボットを開発中である．発

話の内容に関しては，「親愛なる孤独と苦悩へ」

という心理学を題材としたノベルゲーム内の会

話や，「ヴァイオレット・エヴァーガーデン」

という代筆屋と手紙を題材としたアニメーショ

ン作品内の会話をベースとして検討中である． 
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